
0 5 10 15 20 25（校） 

25地域との交流がさかんである 

23校内研究に力を入れている 

16教育熱心な親が多い 

12教員の平均年齢が若い 

7
外国人が多く住んでいる 

地域である 

6
私立中学に進学する 

子どもが多い 

4
海外に住んでいたことのある 

子どもが多い 

4
学校外で英語を学習している 

子どもが多い 

図C-1 学校の特徴

大都市 中都市 郡部 

 11校 9校 11校 

 13校 1校 6校 9校 1校 1校 

農林漁業地域 工業地域 
都市郊外の 
住宅地域 

都市中心部の 
住宅地域 

都市中心部の 
商業地域 

無答不明 

 100人以下 101～300人 301～500人 501～700人 701～1,000人 1,001人以上 無答不明 

 0校 12校 13校 4校 2校 0校 0校 

 0校 2校 28校 1校 

英語教育に関する 
研究開発校 

（研究開発指定校を含む） 

英語教育に関する 
特区にある学校 

それ以外 無答不明 
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 行っている 行っていない 無答不明 

 31校 0校 0校 

 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 

 英語教育を実施 24校 24校 30校 31校 30校 30校 

  1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 

 総合的な学習の時間     27校 29校 29校 28校 

 特別活動（クラブ活動や学校行事など） 4校 4校 2校 6校 5校 6校 

 教科もしくはそれに準じるもの 14校 14校 2校 2校 2校 2校 

 朝学習 1校 1校 1校 1校 1校 1校 

 その他（教育課程外の時間） 7校 7校 1校 0校 0校 0校 

表C-5 英語教育の実施の有無

表C-7 学年別の英語教育の実施状況

表C-8 教育課程上の位置づけ（英語教育を行っているのは何年生ですか。
また、教育課程上の位置づけは何にあたりますか）

無答不明 
1校 

無答不明 
1校 5校 

無答不明 
1校 

4校 14校 8校 2校 2校 

2校 3校 13校 7校 

13校 

0～5時間未満 

12校 

5～15時間未満 

5校 

15～25時間未満 

35時間以上 

25～35時間未満 

0校 
0校 

中学年 

低学年 

高学年 

 11校 14校 1校 5校 

今年度 
（平成18年度） 

平成14年度 
～17年度  

～平成13年度 わからない 

表C-6 英語教育の開始時期

＊表C-8に示す「英語教育を行っているのは何年生ですか。また、教育課程上の位置づけは何にあたりますか」という設
問で、一つでも○がついていれば、その学年で英語教育を行っているとみなした。

＊複数回答。

図C-2 英語教育の年間時数

①英語教育に 
　関わって 
　いる人 

②中心となる 
　指導者 

英語を 
専門に 
教える 
小学校教員 

中学校や 
高校の 
英語教員 

日本人 
英語教師 
（JTEなど） 

日本人 
ボランティア 
（保護者や 
地域人材 
など） 

外国語 
指導助手 
（ALT、 
AETなど） 

外国人 
ボランティア 
（保護者や 
地域人材 
など） 

その他 無答不明 学級担任 

 29校 1校 1校 2校 3校 29校 1校 0校  

 10校 0校 0校 1校 0校 20校 0校 0校 0校 

表C-9 英語教育の指導者

＊①は、「貴校では、どなたが英語教育を行っていますか」という設問。複数回答。
②は、「実際の授業で中心となって指導を行っているのはどなたですか」という設問。一つのみ選択。

0 2 4 6 8 10 12（校） 

週１回以上 3

週１回程度 3

月2、3回程度 11

月１回程度 5

2、3か月に１回程度 6

半年に１回程度 1

年に１回程度 1

来ていない 1

図C-3 ALTの来校頻度

0 5 10 15 20 25 30（校） 

ALTは十分な 
指導力がある 26

ALTは十分な研修を 
受けてから派遣されている 23

ALTによる英語教育は 
うまくいっている 21

ALTと教員のコミュニケーションは 
うまくいっている 20

ALTの来校頻度は 
十分である 17

図C-4 ALTについて

＊「とてもそう」＋「まあそう」の校数。

月１回以上 月１回程度 2、3か月に １回程度 
半年に 
1回程度 

年に 
１回程度 

実施 
していない 無答不明 

 0校 0校 2校 3校 6校 20校 0校 

表C-10 英語教育に関する校内研修の頻度
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 2校 0校 2校 7校 20校 0校 

 無答不明 ほとんど全員が 
参加している 

 7割ぐらいが 
参加している 

半分ぐらいが 
参加している 

3割くらいしか 
参加していない 

ほとんど全員が 
参加していない 

 0校 1校 3校 16校 2校 6校 1校 2校 

市販の教材 その他 無答不明 
担任が 
独自に制作 
した教材 

英語指導 
担当教員が 
独自に制作 
した教材 

校内の 
研究会で 
独自に制作 
した教材 

ALTなどの 
外部人材・ 
機関が制作 
した教材 

自治体が 
制作した 
教材 

 28校 5校 2校 1校 0校 0校 2校 

外部機関 
による 
資格試験 

その他 授業中の 
様子 

児童による 
自己評価 

課題の提出 
（ポート 
フォリオ 
など） 

校内で 
独自に作成 
したテスト 

市販の 
ペーパー 
テスト 

無答不明 
4校 2校 17校 8校 

とても感じている まあ感じている あまり感じていない 
まったく感じていない 

0校 

図C-5 教員の負担感（貴校で英語教育を担当している教員は、
英語教育に負担を感じていると思いますか）

無答不明 
1校 16校 14校 

0校 0校 

とてもあった まああった あまりなかった まったくなかった 

図C-6 教員の変化（英語教育を行うことで、貴校の先生方によい変化はありましたか）

2校 7校 21校 無答不明 
0校 

よくある ときどきある あまりない まったくない 

1校 

図C-7 英語教育に関する会話の有無（貴校の先生同士の会話の中で、
英語教育について話題になることがどのくらいありますか）

24校 5校 無答不明 
1校 

0校 1校 

とてもあった まああった まったくなかった あまりなかった 

図C-8 児童の変化
（英語教育を行うことで、貴校の子どもたちによい変化はありましたか）

2校 20校 9校 

とてもうまくいっている 
まあうまくいっている 

あまりうまくいっていない 

まったくうまくいっていない 

0校 

無答不明 
0校 

図C-9 英語教育に対する評価
（総合的にみて、貴校の英語教育はうまくいっていると思いますか）

＊複数回答。
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